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Ⅰ　

医
食
同
源
の
語
源

　

最
近
の
国
語
辞
典
は
多
く
に
、「
医
食
同
源
は
中
国
の
古
く
か
ら
の
言
葉
」
な
ど
と
書
い
て
あ
る
が
、
出
典
を
記
す

も
の
は
な
い
。
一
方
、
新
居
裕
久
氏
（
一
九
二
九
〜
二
〇
〇
八
）
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
き
ょ
う
の
料
理
』
一
九
七
二
年
九
月

号
の
特
集
「
四
〇
歳
か
ら
の
食
事
」
で
中
国
（
香
港
）
の
薬
食
同
源
を
紹
介
す
る
と
き
、
薬
を
医
に
変
え
医
食
同
源
を

造
語
し
た
と
述
べ
て
い
る（

1
）。
こ
れ
に
興
味
を
お
ぼ
え
て
調
べ
た
が
、
や
は
り
和
漢
の
古
典
籍
に
は
な
い
。
朝
日
新
聞

の
記
事
見
出
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
み
る
と
、
初
出
は
一
九
九
一
年
三
月
一
三
日
だ
っ
た
。『
広
辞
苑
』
で
も
一
九
九
一
年

の
第
四
版
か
ら
収
載
さ
れ
て
い
た
。

　

国
会
図
書
館
の
蔵
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
一
九
七
二
年
刊
の
藤
井
建
『
医
食
同
源

─
中
国
三
千
年
の
健
康
秘

法
』
が
も
っ
と
も
早
く
、
の
ち
「
医
食
同
源
」
を
う
た
う
書
が
続
出
し
て
く
る
。
藤
井
氏
は
私
も
会
っ
た
こ
と
が
あ
る

香
港
人
・
蔡
一
藩
氏
の
こ
と
で
、
当
時
さ
か
ん
に
中
国
式
食
養
生
を
宣
伝
し
て
い
た
。
す
る
と
「
医
食
同
源
」
は
一
九

七
二
年
に
日
本
で
出
現
し
た
言
葉
ら
し
い
。
の
ち
新
居
氏
か
ら
資
料
を
い
た
だ
き
、
蔡
氏
の
書
は
同
年
一
二
月
刊
だ
っ

た
こ
と
、
同
書
を
出
版
し
た
東
京
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社
の
編
集
者
・
川
北
義
則
氏
が
「
医
食
同
源
」
の
語
彙
を
蔡
氏
の
書

第
1
章	

中
国
の
本
草
論
と
食

真
柳
　
誠

M
a

ya
n

a
gi M

a
k

oto

医
学
史
・
本
草
史
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に
転
用
し
た
こ
と
が
わ
か
り
、
新
居
氏
の
造
語
だ
っ
た
こ
と
が
確
証
さ
れ
た
。
こ
の
時
代
に
造
語
さ
れ
た
背
景
に
は
、

高
度
経
済
成
長
期
後
半
に
深
刻
化
し
た
各
種
弊
害
に
対
す
る
当
時
の
空
気
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
「
医
食
同
源
」
は
主
語
＋
述
語
の
語
彙
な
の
で
、
主
語
の
「
医
食
」
は
名
詞
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

医
・
食
の
両
字
が
名
詞
な
ら
「
医
者
と
食
物
」、
も
し
動
詞
の
名
詞
化
な
ら
「
医
療
と
食
べ
る
こ
と
」
の
意
味
に
な
る
。

つ
ま
り
中
国
語
の
語
法
か
ら
す
る
と
、「
医
者
と
食
物
は
同
源
」
と
い
う
困
っ
た
意
味
に
も
な
る
が
、
そ
う
し
た
矛
盾

は
薬
食
同
源
に
な
い
。
こ
れ
か
ら
し
て
も
医
食
同
源
は
和
製
漢
語
に
間
違
い
な
い
が
、
い
ま
は
中
国
で
も
使
用
さ
れ
て

い
て
悩
ま
し
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
秦
か
ら
の
伝
承
を
一
世
紀
に
編
纂
し
た
基
礎
医
学
古
典
『
素
問
』
で
は
食
物
の
効
果
を
記
し
、
こ
れ

に
七
世
紀
中
葉
の
楊
上
善
は
注
し
て
薬
食
同
源
を
う
た
う
。

　
　

�『
素
問
』
蔵
気
法
時
論
篇
：
五
穀
は
養
を
な
し
、
五
菓
は
助
を
な
し
、
五
畜
は
益
を
な
し
、
五
菜
は
充
を
な
す

（
五
穀
為
養
、
五
果
為
助
、
五
畜
為
益
、
五
菜
為
充（

2
））。

　
　

�『
太
素
』
調
食
・
楊
上
善
注
：
五
穀
・
五
畜
・
五
菓
・
五
菜
、
こ
れ
を
用
い
て
飢
え
に
充
つ
と
き
、
則
ち
之
を
食

と
謂
う
。
以
て
其
の
病
を
療
す
と
き
、
則
ち
之
を
薬
と
謂
う
（
五
穀
、
五
畜
、
五
菓
、
五
菜
、
用
之
充
飢
則
謂
之

食
、
以
其
療
病
則
謂
之
薬（

3
））。

　

管
見
範
囲
の
中
国
医
書
で
薬
食
同
源
を
明
言
す
る
の
は
、
こ
の
楊
上
善
注
が
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
早
い
。

　

薬
膳
も
近
年
に
な
っ
て
流
行
し
た
用
語
で
、
日
本
語
に
も
定
着
し
た
。
た
だ
し
由
来
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
。
薬
膳
の
用
例
は
『
後
漢
書
』
列
女
伝
の
程
文
矩
妻
の
一
節（

4
）

に
初
出
す
る
が
、
煎
薬
を
膳す
す
め

る
意
味
で
し
か
な
い
。

現
在
の
意
味
で
使
用
し
た
最
初
は
、
北
京
中
医
薬
大
学
の
翁
維
健
氏
が
一
九
八
二
年
に
出
版
し
た
『
薬
膳
食
譜
集
錦
』

だ
っ
た
と
本
人
が
述
べ
て
い
る
。
の
ち
薬
膳
を
称
し
、
む
や
み
に
生
薬
を
料
理
に
加
え
て
効
能
を
う
た
う
風
潮
が
生
じ

た
。
困
惑
し
た
翁
氏
ら
は
医
療
機
関
に
お
け
る
伝
統
的
食
事
療
法
を
中
医
栄
養
学
、
一
般
社
会
の
保
健
食
を
功
能
食
品

と
呼
び
分
け
る
よ
う
提
唱
し
た
が
、
ひ
と
り
歩
き
し
は
じ
め
た
薬
膳
の
意
味
は
当
面
消
滅
し
な
い
だ
ろ
う
。
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Ⅱ　

医
食
同
源
の
思
想

　

薬
食
同
源
・
医
食
同
源
の
語
源
は
と
も
あ
れ
、
そ
の
思
想
は
中
国
古
代
か
ら
あ
っ
た
。
前
漢
の
儒
者
が
周
の
制
度
を

理
想
的
に
述
べ
た
『
周
礼
』
の
天
官
で
は
、
宮
廷
の
医
師
四
種
の
筆
頭
に
食
医
を
定
め
、
こ
う
記
す（

5
）。

　
　

�　

医
師
は
医
の
政
令
を
掌
り
、
毒
薬
を
聚
め
以
て
医
事
に
共
す
。
…
…

　
　

�　

食
医
は
王
の
六
食
・
六
飲
・
六
膳
・
百
羞
・
百
醬
・
八
珍
の
斉
（
剤
）
を
掌
和
す
。
凡
そ
食
う
に
、
斉
は
春
時

（
温
）
に
眡
な
ぞ
ら

え
、
羹
斉
は
夏
時
（
熱
）
に
眡
え
、
醬
斉
は
秋
時
（
涼
）
に
眡
え
、
飲
斉
は
冬
時
（
寒
）
に
眡
う
。

凡
そ
和
す
る
に
、
春
に
酸
を
多
く
、
夏
に
苦
を
多
く
、
秋
に
辛
を
多
く
、
冬
に
鹹
（
塩
味
）
を
多
く
、
調
う
に
滑
と
ろ
み

甘
を
以
て
す
。
凡
そ
膳
食
の
宜
し
き
を
会
む
る
に
、
牛
は
稌
モ
チ
イ
ネと
宜
し
く
、
羊
は
黍キ
ビ

と
宜
し
く
、
豕ブ
タ

は
稷
モ
チ
キ
ビと
宜
し

く
、
犬
は
粱
モ
チ
ア
ワと

宜
し
く
、
鴈ガ
ン

は
麦
と
宜
し
く
、
魚
は
苽
マ
コ
モと

宜
し
。
凡
そ
君
子
の
食
、
恒
に
焉
に
放な
ら

う
。

　
　

�　

疾
医
は
万
民
の
疾
病
を
掌
養
す
。
…
…

　
　

�　

瘍
医
は
腫
瘍
・
潰
瘍
・
金
瘍
・
折
瘍
の
祝
薬
、
劀
殺
の
斉
を
掌
る
。
…
…

　
　

�　

獣
医
は
獣
病
を
療
す
る
を
掌
る
。
…
…

　

以
上
か
ら
す
る
と
、
食
医
と
は
王
の
食
事
全
般
を
管
理
す
る
医
者
だ
っ
た
。
飲
食
の
材
料
・
季
節
・
配
合
に
つ
い
て

の
原
則
が
記
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
で
王
の
健
康
維
持
や
健
康
増
進
を
は
か
り
、
食
中
毒
も
予
防
す
る
の
が
職
務
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
当
原
則
で
は
「
春
に
酸
を
多
く
、
夏
に
苦
を
多
く
、
秋
に
辛
を
多
く
、
冬
に
鹹
を
多
く
、
調
う
に
滑
甘
」

と
、
五
味
を
重
視
す
る
。
食
医
に
つ
ぐ
疾
医
（
内
科
医
）
に
も
「
五
味
・
五
穀
・
五
薬
を
以
て
そ
の
病
を
養
う
（
以
五

味
、
五
穀
、
五
薬
、
養
其
病
）」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
ぐ
瘍
医
（
外
科
医
）
で
は
「
五
毒
を
以
て
こ
れ
を
攻
め
、
五
気

を
以
て
こ
れ
を
養
い
、
五
薬
を
以
て
こ
れ
を
療
し
、
五
味
を
以
て
こ
れ
を
節
す
（
以
五
毒
攻
之
、
以
五
気
養
之
、
以
五

薬
療
之
、
以
五
味
節
之
）」
で
、
や
は
り
五
味
を
い
う
。
五
味
に
よ
る
治
療
が
な
い
の
は
獣
医
だ
け
で
あ
る
。『
周
礼
』
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の
性
格
か
ら
し
て
、
こ
れ
ら
四
種
の
医
師
が
漢
代
儒
者
の
な
か
ば
理
想
論
だ
っ
た
側
面
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
食

医
に
代
表
さ
れ
る
医
療
に
、
五
味
の
概
念
が
よ
ほ
ど
重
要
だ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

中
国
本
草
の
ル
ー
ツ
た
る
一
世
紀
の
『
神
農
本
草
経
』
も
、
序
録
に
「
薬
に
酸
鹹
甘
苦
辛
の
五
味
あ
り
（
薬
有
酸
鹹

甘
苦
辛
五
味（

6
））」
と
記
し
、
各
薬
に
も
五
味
を
規
定
す
る
。
中
国
古
典
の
『
管
子
』
幼
官
・『
呂
氏
春
秋
』
本
味
・『
淮

南
子
』
時
則
訓
な
ど
か
ら
し
て
も
、
五
味
に
な
ん
ら
か
の
作
用
や
性
格
が
あ
る
と
い
う
認
識
が
、
相
当
早
く
か
ら
芽
生

え
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

そ
れ
ら
か
ら
す
る
と
、
五
味
と
は
食
物
・
薬
物
の
作
用
や
性
格
を
担
う
成
分
で
あ
り
、
現
在
の
栄
養
素
に
相
当
す
る

概
念
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
薬
物
よ
り
お
だ
や
か
な
効
果
し
か
な
い
食
物
を
用
い
る
食
医
こ
そ
、
こ
う
し
た
五
味
概
念

を
重
要
視
す
る
食
養
生
や
食
事
療
法
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、『
漢
書
』
芸
文
志
が
著
録
す
る
食
医

の
書
ら
し
き
『
神
農
黄
帝
食
禁
』
は
早
く
に
佚
し
、
食
医
の
存
在
と
そ
の
医
療
を
伝
え
る
ま
と
ま
っ
た
文
献
も
現
存
し

な
い
。

　

一
方
、『
素
問
』
お
よ
び
同
系
書
の
『
霊
枢
』
に
は
多
様
な
五
味
論
が
あ
る
。
類
文
は
両
書
別
伝
本
の
『
太
素
』
や

唐
代
の
『
千
金
方
』
に
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
に
は
薬
味
の
論
説
が
一
つ
も
な
く
、
直
接
・
間
接
に
せ
よ
多
く
は
食

物
の
五
味
を
い
っ
て
い
る
。
し
か
も
『
素
問
』『
霊
枢
』
の
五
行
説
は
、
五
臓
を
肝
・
木
、
心
・
火
、
脾
・
土
、
肺
・

金
、
腎
・
水
に
配
当
す
る
今
文
説
で
整
理
さ
れ
て
は
い
る
が
、
五
行
を
五
角
形
の
頂
点
に
す
え
る
後
代
の
五
行
説
で
は
解

釈
で
き
な
い
五
味
と
五
臓
等
の
論
が
多
い
。
こ
れ
こ
そ
、
か
つ
て
食
医
ら
が
展
開
し
た
論
説
の
遺
文
で
は
な
か
ろ
う
か
。

Ⅲ　

五
味
論
と
食
宜
・
食
禁

　

ま
ず
今
文
説
の
五
行
で
土
を
中
央
に
、
木
火
金
水
を
東
南
西
北
に
配
し
て
『
素
問
』『
霊
枢
』
の
五
味
論
、
ま
た
そ

の
類
文
を
図
式
化
し
て
み
る
。
す
る
と
五
味
が
作
用
を
及
ぼ
す
五
臓
等
と
の
関
連
は
、
大
き
く
同
位
型
・
相
生
型
・
陰
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陽
型
・
相
克
型
な
ど
に
類
別
で
き
た
。
ま
た
内
容
に
は
治
療
な
ど
に
食
べ
る
べ
き
五
味
を
い
う
食
宜
と
、
五
味
の
禁
忌

症
を
い
う
食
禁
の
二
タ
イ
プ
が
あ
っ
た（

7
）。

　

図
1
は
『
素
問
』
宣
明
五
気
篇
に
あ
る
「
酸
入
肝
、
辛
入
肺
、
苦
入
心
、
鹹
入
腎
、
甘
入
脾
」
を
図
示
し
た
同
位
型

で
、『
素
問
』『
霊
枢
』
だ
け
で
計
八
篇
に
み
ら
れ
、
各
図
式
中
も
っ
と
も
多
い
。
前
述
の
『
周
礼
』
食
医
に
い
う
「
春

に
酸
を
多
く
…
…
」
も
同
類
で
あ
る
。
内
容
は
今
文
説
で
味
と
五
臓
・
器
官
の
配
当
を
い
う
の
が
大
部
分
で
、
着
想
と

し
て
も
自
然
か
つ
単
純
で
は
あ
る
。
食
宜
と
食
禁
も
各
一
篇
あ
っ
た
が
、
食
禁
の
論
は
後
述
の
陰
陽
型
が
本
来
の
文
章

で
、
そ
れ
が
後
世
に
改
変
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

図
2
は
『
素
問
』
蔵
気
法
時
論
と
『
霊
枢
』
五
味
篇
に
み
え
る
「
肝
…
宜
食
甘
…
、
心
…
宜
食
酸
…
、
肺
…
宜
食
苦

…
、
脾
…
宜
食
鹹
…
、
腎
…
宜
食
辛
」
を
示
し
た
図
で
、
全
体
と
し
て
（
土
→
）
木
→
火
→
金
→
水
→
土
と
い
う
相
生

型
に
な
っ
て
い
る
。『
千
金
方
』（
未
経
宋
改
本
）
食
治
篇
に
も
同
じ
図
式
の
論
が
あ
り
、
各
臓
が
苦
し
む
「
急
（
肝
）・
緩

（
心
）・
湿
（
脾
）・
気
上
逆
（
肺
）・
燥
（
腎
）」
の
症
状
に
、
各
味
の
「
緩
（
甘
）・
収
（
酸
）・
燥
（
鹹
）・
泄
（
苦
）・

潤
（
辛
）」
の
作
用
で
治
療
せ
よ
と
い
う
。
症
状
に
対
す
る
味
の
有
用
作
用
を
反
対
概
念
で
表
現
す
る
の
は
、
相
生
説

鹹 腎

酸

肝

甘 脾

心 苦

肺

辛

図 1　同位型

鹹腎

酸
肝甘脾

心苦

肺
辛

図 2　相生型

鹹

血

骨

苦

気

辛

甘

肉

酸

筋

図 3　陰陽型
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と
合
致
す
る
よ
う
演
繹
的
に
導
出
さ
れ
た
ゆ
え
ん
を
物
語
ろ
う
。
こ
れ
ら
相
生
型
は
い
ず
れ
も
食
宜
の
論
だ
っ
た
。

　

図
3
は
『
素
問
』
宣
明
五
気
篇
に
あ
る
「
五
味
所
禁
、
…
気
病
無
多
食
辛
。
…
血
病
無
多
食
鹹
。
…
骨
病
無
多
食

苦
。
…
肉
病
無
多
食
甘
。
…
筋
病
無
多
食
酸
」
を
図
示
し
た
陰
陽
型
で
、
ほ
か
に
『
霊
枢
』
五
味
論
篇
に
同
型
が
あ

る
。
図
の
よ
う
に
五
行
中
で
陰
陽
を
象
徴
す
る
、
水
と
火
の
味
の
鹹
と
苦
が
相
互
に
作
用
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
五
味
を

陰
陽
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
な
ら
最
初
に
着
想
す
る
図
式
と
い
え
よ
う
。
と
も
に
食
禁
の
論
で
、
味
の
有
害
作
用
を
述

べ
る
点
で
陰
陽
が
対
立
す
る
図
式
と
呼
応
し
て
い
る
。

　

図
4
に
は
『
太
素
』
調
陰
陽
篇
に
あ
る
「
味
過
酸
、
肝
気
以
津
、
肺
気
乃
絶
。
味
過
於
鹹
、
則
大
骨
気
労
、
短
肌
、

気
抑
。
味
過
於
苦
、
心
気
喘
満
、
色
黒
、
腎
不
衛
。
味
過
於
甘
、
脾
気
濡
、
胃
気
乃
厚
。
味
過
於
辛
、
筋
脈
沮
弛
、
精

神
乃
英
」
を
示
し
た
。
図
1
の
同
位
型
と
図
3
が
徹
底
さ
れ
た
陰
陽
型
と
の
合
併
型
で
、
内
容
に
食
宜
と
食
禁
の
論
が

併
存
し
て
い
る
点
と
符
合
す
る
。

　

図
5
に
は
『
千
金
方
』
食
治
篇
の
「
多
食
酸
、
則
皮
槁
而
毛
夭
。
多
食
苦
、
則
筋
急
而
爪
枯
。
多
食
甘
、
則
骨
痛
而

髪
落
。
多
食
辛
、
則
肉
胝
而
脣
掲
。
多
食
鹹
、
則
脈
凝
泣
而
色
変
」
を
図
示
し
た
。
全
体
で
木
→
金
→
土
→
水
→
火
と

鹹

心
気

腎 骨

苦

辛 肝筋

肺 酸

甘
胃

脾
？？

図 4　合併型

鹹

脈
色苦

酸
爪筋

皮
辛

毛

甘脣
肉

髪
骨

図 5　陰陽型の発展

鹹 脈色
苦

酸爪
筋

皮辛
毛 甘脣

肉

髪
骨

図 6　相克型
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い
う
相
生
型
と
は
違
う
循
環
を
な
し
て
い
る
が
、
水
→
火
と
木
→
金
の
点
に
陰
陽
型
の
要
素
が
み
え
る
。
内
容
が
味
の

有
害
作
用
を
い
う
食
禁
で
あ
る
点
か
ら
し
て
も
、
陰
陽
型
の
発
展
と
い
え
よ
う
。
一
方
、『
素
問
』
五
蔵
生
成
篇
に
は

多
食
す
る
味
が
三
箇
所
移
動
し
た
だ
け
の
類
文
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
図
式
で
は
混
乱
す
る
が
、
五
行
を
五
角
形
の
頂

点
に
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
相
克
説
の
図
6
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
図
6
の
文
章
を
改
変
し
て
偶
然
、
図
5
の
文
章
に
は
な

り
え
な
い
。
す
る
と
食
禁
の
論
は
陰
陽
型
か
ら
発
展
し
て
図
5
、
さ
ら
に
相
克
型
の
図
6
の
文
章
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
漢
以
前
に
由
来
す
る
五
味
論
に
は
、
味
の
有
用
作
用
を
い
う
食
宜
と
有
害
作
用
を
い
う
食
禁
が

あ
っ
た
。
そ
し
て
食
宜
に
は
五
行
の
同
位
型
と
相
生
型
、
食
禁
に
は
陰
陽
型
か
ら
相
克
型
に
い
た
る
図
式
上
の
論
理
的

根
拠
が
あ
り
、
こ
れ
ら
か
ら
味
の
作
用
が
演
繹
さ
れ
た
ら
し
い
。
た
だ
し
食
禁
で
い
う
有
害
作
用
に
は
か
な
り
具
体
的

な
症
状
を
記
す
一
方
、
食
宜
の
有
用
作
用
は
単
に
某
臓
腑
や
某
器
官
に
よ
い
と
い
う
話
が
多
い
。
一
般
食
物
に
即
効
的

な
有
用
作
用
が
あ
る
は
ず
は
な
い
が
、
食
中
毒
な
ら
具
体
的
な
激
症
す
な
わ
ち
有
害
作
用
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
食
禁

は
食
中
毒
の
経
験
か
ら
、
そ
の
予
防
を
目
的
に
五
味
の
五
行
解
釈
か
ら
演
繹
さ
れ
た
論
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

こ
の
よ
う
に
食
物
の
栄
養
素
に
近
い
概
念
だ
っ
た
五
味
の
作
用
に
つ
い
て
、
異
な
る
論
説
が
同
じ
図
式
で
語
ら
れ
、

ま
た
同
じ
論
説
が
異
な
る
発
展
的
図
式
で
語
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
そ
う
し
た
論
理
的
図
式
を
用
い
て
五
味
論
を
構

築
し
た
学
派
が
、
利
用
す
る
図
式
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
真
剣
な
議
論
を
漢
代
ま
で
に
重
ね
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
れ
を
担
っ
た
主
体
に
は
、
当
然
な
が
ら
『
周
礼
』
の
食
医
に
類
し
た
職
業
集
団
の
存
在
を
想
定
す
る
し
か
な
い
。
な

ら
ば
『
漢
書
』
芸
文
志
著
録
の
『
神
農
黄
帝
食
禁
』
は
書
名
か
ら
食
禁
の
書
、
日
本
の
『
医
心
方
』（
九
八
四
年
）
な

ど
に
佚い
つ

文ぶ
ん

が
残
る
『
神
農
経
』『
神
農
食
経
』
は
内
容
か
ら
食
宜
・
食
禁
の
書
で
、
と
も
に
食
医
の
系
統
で
あ
ろ
う（

8
）。

　

こ
れ
ら
食
医
と
の
関
連
が
推
測
さ
れ
る
条
文
に
は
、
季
節
に
応
じ
て
四
気
・
五
味
を
食
べ
る
こ
と
の
必
要
性
が
多
数

記
さ
れ
る
。
ま
た
五
味
と
五
志
（
怒
・
喜
・
思
・
悲
・
恐
）・
七
情
（
怒
・
喜
・
思
・
悲
憂
・
恐
驚
）
と
五
臓
六
腑
の

五
行
相
関
か
ら
、
食
事
と
精
・
気
・
神
を
介
す
る
心
身
と
の
関
係
も
少
な
か
ら
ず
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
後
世

中
国
の
食
と
心
身
観
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
は
か
り
知
れ
な
い
。
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Ⅳ　

食
医
思
想
の
影
響

　
『
神
農
本
草
経
』
を
核
に
発
展
し
た
中
国
歴
代
の
本
草
書
に
は
、
ふ
つ
う
の
薬
物
治
療
に
は
使
用
さ
れ
な
い
穀
物
・

野
菜
・
果
実
・
鳥
獣
・
魚
貝
な
ど
が
当
初
か
ら
収
載
さ
れ
て
き
た（

9
）。

お
よ
そ
純
然
た
る
食
物
で
も
、
本
草
に
記
載
の

な
い
も
の
は
な
い
と
い
っ
て
い
い
。
真
偽
や
有
効
程
度
は
さ
て
お
き
、
そ
れ
ら
の
こ
と
ご
と
く
に
な
ん
ら
か
の
効
能
が

記
述
し
て
あ
る
。
ま
た
『
神
農
本
草
経
』
か
ら
収
載
さ
れ
る
辛
味
の
ス
パ
イ
ス
、
た
と
え
ば
シ
ナ
モ
ン
・
シ
ョ
ウ
ガ
・

サ
ン
シ
ョ
ウ
な
ど
は
薬
物
と
し
て
現
在
も
使
用
さ
れ
る
。

　

一
方
、『
漢
書
』
芸
文
志
に
著
録
の
『
湯
液
経
方
』
に
つ
い
て
は
、
殷
・
湯
王
の
料
理
人
か
ら
宰
相
と
な
っ
た
と
い

う
伊
尹
伝
説
に
託
し
て
語
ら
れ
、
こ
れ
に
も
と
づ
き
三
世
紀
初
の
張
仲
景
が
医
書
を
編
纂
し
た
と
い
う
説
が
三
世
紀
末

か
ら
あ
っ
た（
10
）。

同
説
は
敦
煌
医
書
が
引
く
陶
弘
景
の
言
に
も
み
え
る（
11
）。

こ
の
仲
景
医
書
に
由
来
し
、
葛
根
湯
の
出
典

図 7　『傷寒論』の葛根湯条文
出典：�真柳ら『〔善本翻刻〕傷寒論・金

匱要略』日本東洋医学会、2009 年

図 8　『金匱要略』の食宜・食禁条文
出典：同図 7
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図 9　『医心方』巻三〇
出典：同書安政版（1859 年）

 

麻
疹
禁
忌
荒
増
（
＊
図
10
の
読
み
下
し
）

一
生
魚
一
切 

殊
に
鱗
な
き
魚
ハ
猶
さ
ら
也 

一
鳥
獣
の
肉
一
切 

一
里
い
も

一
茶 

一
酒 

一
餅
菓
子 

一
饅
頭 

一
麺
類 

一
油
気 

一
牛
房　

一
ね
ぎ 

一
酢
并
一
切
の
酸
物 

一
菓
物
一
切
く
ね
ん
ほ 

な
し
ハ
少
シ
ハ

よ
し
一
砂
糖
少
シ
ハ
宜
し　

一
一
切
臭
ミ
あ
る
野
菜 

一
な
す
び 

一
す
い
か
ん 

一
辛
物 

一
塩
か
ら

き
物

一
当
坐
漬
け 

香
物 

一
き
う
り　

一
一
切
不
浄
の
物
に
触
へ
か
ら
ず 

惣
て
あ
し
き
匂
を
か
ぐ
べ
か
ら
す

  

�

以
上
食
物
熱
さ
め
て
後
五
十
日
或
ハ
七
十
五
日 

重
き
ハ
百
日
忌
へ
し

  


男
女
交
合
ハ
必
す
百
日
つ
ゝ
し
む
べ
し

日
本
書
記
に
曰
く
敏
達
天
皇
四
十
年
此
症
は
じ
ま
り

上
ハ
百
官
下
万
民
に
至
ま
て
死
傷
多
し
と
云
或
書
に
痘
瘡
ハ
聖
武
天
皇

天
平
七
年
は
し
め
て
流
行
し
麻
疹
は
同
九
年
に
は
し
め
て
は
や
る 

そ
の
の
ち

桓
武
帝
延
暦
九
年
ま
て
其
間
五
十
四
年
め
に
し
て
流
行
し
又
二
百
十
九
年
め

長
徳
四
年
に
流
行
り
ま
た
四
百
七
十
四
年
め
に
あ
た
り
文
明
三
年
に
流
行
す

年
数
遥
遠
な
れ
バ 

さ
た
め
て
其
内
に
麻
疹
は
や
る
と
も
し
ら
ず
病
た
る
人

多
く
有
べ
し 

文
明
よ
り
三
十
七
年
め
永
正
四
年
に
ま
た
お
こ
な
ハ
れ 

そ

の
ゝ
ち

百
四
十
四
年
め
慶
安
三
年
に
は
や
り 

ま
た
四
十
二
年
め
に
し
て
流
行
し
是

元
禄
三
年
な
り 

又
四
十
年
め
享
保
十
五
年
め
に
は
や
り
二
十
四
年
の
後
宝

暦三
年
流
行
ま
た
二
十
年
め 

安
永
五
年
お
こ
な
ハ
れ
そ
の
の
ち
二
十
八
年
め

享
和
三
年
に
は
や
り 

凡
天
平
よ
り
享
和
ま
で
一
千
七
十
六
年
の
間
数
度
の

流
行
に
し
て
し
か
も
生
涯
一
度
病
て
二
度
病
こ
と
な
き
ハ
一
ツ
の
異
な

り 

享
和
よ
り
二
十
二
年
め
天
保
七
申
年
流
行

夫
よ
り
廿
七
年
目
に
て
当
戌
年
海
内
に
流
行
す

此
節
世
上
も
つ
ハ
ら
麻
疹
流
行
い
た
す
の
処 

初
め
ハ
随
分
病
躰
宜
敷
や
う

な
れ
共

後
の
不
養
生
ニ
て
仕
損
す
る
も
の
も
多
く
、
こ
れ
有
哉
ニ
見
聞
い
た
し
候
医

師
方
と
て
も 

当
用
繁
多
の
お
り
か
ら
前
後
の
禁
忌
ま
で
行
届
か
れ
ぬ
も
間
々
有
へ
き
な
れ

ハ
自
分
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推
量
に
て
聊
の
食
物
よ
り
怪
我
い
た
し
候
様
な
る
事
あ
る
時
ハ
悔
て
か
へ
ら

ぬ
事
な
る
へ
し

是
我
身
我
子
の
一
大
事
な
れ
バ 

よ
く
〳
〵
慎
ミ
養
生
肝
要
ニ
い
た
す
へ
き

事
な
る
へ
し

一
麻
疹
発
熱
の
と
き 

外
ハ
冷
風
を
ふ
せ
ぎ 

内
ハ
冷
き
物
の
類
を
食
す
る

事
な
か
れ

内
外
と
も
熱
つ
よ
き
も
の
な
れ
バ 

か
な
ら
ず
病
人
ハ
外
よ
り
冷
る
事
を
こ

の
ミ 

ま
た

内
に
は
生
物
冷
き
も
の
を
好
む
ゆ
へ
に 

此
禁
を
せ
さ
れ
バ
内
外
よ
り
冷
て

麻
疹

出
る
事
な
く
終
に
ハ
悪
症
に
変
り 

ま
た
ハ
余
病
を
引
出
す
も
の
也 

只
食

物
を

深
く
つ
つ
し
み
蒲
団
着
類
を
あ
つ
く
着
す
る
事
第
一
也 

尤
暑
き
時
節
ハ
病

間気
の
透
る
様
ニ
し
て
む
れ
さ
る
様
い
た
す
事
宜
し
と
承
る
但
し
冷
水
を
用
る

も
あ
れ
と
も 

症
に
よ
る
よ
し
な
れ
ハ
猥
に
与
ふ
へ
か
ら
す 

渇
く
と
も
茶
を
飲
す
事
な
か

れ 

吐

泄
瀉
を
な
す
也
・
豆
炒
米
灯
心
を
煎
し
置
湯
茶
に
代
て
用
る
事
よ
し
と
す

  


食
し
て
宜
品
大
概

一
ゆ
り 

一
ふ
き 

一
く
わ
ゐ 

一
か
ん
ひ
や
う 

一
せ
ん
ま
い 

一
長
い

も 

一
ふ

一
く
す 

一
白
瓜 

一
小
豆 

一
や
へ
な
り 

一
さ
ゝ
け
類 

一
大
こ
ん

一
菜　

一
ゆ
ば 

一
白
玉 

一
に
ん
し
ん 

一
冬
瓜 

一
水
あ
め

古
人
の
禁
ニ
痘
前
疹
後
と
云
事
有
と
い
へ
り 

如
何
に
も
痘
瘡
ハ
そ
の

毒
膿
汁
に
出
去
と
い
へ
と
も
麻
疹
ハ
そ
の
毒
一
且
あ
ら
ハ
れ
て
又
元
の
波
間

に
引
篭
る
な
り 

こ
の
故
に
後
々
の
養
生
極
大
切
の
事
な
る
へ
し 

平
常
の

こ
と
く

成
候
と
て
必
す
夜
風 

夜
露
に
あ
た
ら
ぬ
や
う
ニ
に
し
て
土
間
板
の
間
な
と

に
て
冷
さ
る
様 

子
童
ハ
其

親
々
心
附
余
病
を
引
出
さ
ぬ
や
う
に
心
懸
る
事
第
一
た
る
へ
き
事
也

�

芳
虎
画　

　
　

出
典
：�
伊
藤
恭
子
編
著
『
は
や
り
病
の
錦
絵
』
内
藤
記
念
く
す
り
博
物

館
、
二
〇
〇
一
年
。

図 10　錦絵「麻疹禁忌荒増」（芳虎画、1862 年　内藤記念くすり博物館所蔵）
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で
も
あ
る
医
方
書
『
傷
寒
論
』（
図
7
）、『
金
匱
要
略
』
に
は
、
出
土
し
た
前
二
世
紀
〜
一
世
紀
の
医
書
よ
り
特
異
的

に
湯
液
（
煮
出
し
た
煎
剤
）
が
多
い
。
そ
の
湯
液
の
ベ
ー
ス
は
桂
枝
（
シ
ナ
モ
ン
）・
生
姜
・
大
棗
（
ナ
ツ
メ
）
な
ど
、

ス
ー
プ
料
理
に
古
代
か
ら
常
用
さ
れ
る
調
味
料
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
金
匱
要
略
』
に
は
食
宜
・
食
禁
の
論
（
図
8
）
も

あ
る
。
ま
た
『
素
問
』
四
気
調
神
大
論
篇
の
「
聖
人
は
已
に
病
み
た
る
を
治
さ
ず
、
い
ま
だ
病
ま
ざ
る
を
治
す
（
聖
人

不
治
已
病
、
治
未
病（
12
））」

や
、『
金
匱
要
略
』
臓
腑
経
絡
先
後
病
篇
の
「
上
工
は
い
ま
だ
病
ま
ざ
る
を
治
す
（
上
工
治

未
病（
13
））」

は
一
種
の
食
養
論
と
い
え
る
。
一
方
、
唐
代
七
世
紀
後
半
の
『
千
金
方
』
巻
二
六
食
治
篇
の
「
そ
れ
医
た
る

は
、
…
…
そ
の
犯
す
所
を
知
り
、
食
を
以
て
之
を
治
す
。
食
療
に
て
愈
え
ざ
れ
ば
、
然
る
後
に
薬
を
命
ず
（
夫
為
医

者
、
…
…
知
其
所
犯
、
以
食
治
之
。
食
療
不
愈
、
然
後
命
薬（
14
））」

は
明
ら
か
な
食
療
論
で
あ
る
。

　

以
上
の
ご
と
く
、
中
国
医
学
の
基
本
古
典
と
さ
れ
る
『
素
問
』『
霊
枢
』『
神
農
本
草
経
』『
傷
寒
論
』『
金
匱
要
略
』

の
す
べ
て
に
、
食
宜
・
食
禁
や
食
養
・
食
療
と
い
う
食
医
思
想
の
影
響
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
体
系
が
背
景
に
あ
る
か

ら
こ
そ
後
世
、
薬
食
同
源
や
医
食
同
源
の
造
語
が
生
ま
れ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
医
学
古
典
が
出
そ
ろ
っ
た
三
世
紀

以
降
、
食
医
の
存
在
と
五
味
論
に
よ
る
食
療
体
系
は
急
速
に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
っ
た
ら
し
い
。
と
う
て
い
薬
物
治
療
に

及
ば
な
か
っ
た
た
め
も
あ
ろ
う
。
た
だ
し
具
体
的
食
物
に
つ
い
て
の
食
宜
の
思
想
は
、
後
述
す
る
本
草
効
能
論
の
世
界

に
継
承
さ
れ
た
。

　

他
方
、
食
事
と
医
療
を
結
ぶ
食
宜
・
食
禁
の
論
や
食
療
レ
シ
ピ
等
は
、
食
経
書
に
形
を
変
え
て
継
承
さ
れ
た
。
四
〜

七
世
紀
に
か
け
て
数
多
く
著
さ
れ
た
『
○
○
食
経
』
な
ど
は
一
書
と
し
て
完
本
が
伝
存
し
な
い
が
、
古
医
籍
に
少
な
か

ら
ぬ
佚
文
が
引
用
さ
れ
、
概
略
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
る
。
も
っ
と
も
佚
文
が
多
い
の
は
日
本
の
『
医
心
方
』
巻
三

〇
（
図
9
）
で
、
こ
れ
を
み
る
と
食
宜
の
み
な
ら
ず
、
食
禁
の
論
も
じ
つ
に
多
い
。
ま
ま
食
療
レ
シ
ピ
も
み
え
る
。
特

徴
的
な
の
は
、
食
い
合
わ
せ
の
食
禁
と
、
五
運
六
気
説
を
背
景
に
年
月
日
や
時
刻
ま
で
指
定
し
て
い
う
食
禁
だ
ろ
う
。

五
運
六
気
の
食
禁
は
唐
代
ま
で
で
、
お
よ
そ
宋
代
か
ら
す
が
た
を
消
し
て
い
っ
た
。
病
気
ご
と
や
食
い
合
わ
せ
の
食
禁

は
、
日
本
に
も
『
医
心
方
』
巻
二
九
以
来
定
着
し
て
い
く
。
江
戸
期
に
は
天
然
痘
や
麻
疹
（
は
し
か
）
な
ど
が
流
行
す
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る
た
び
に
、
食
べ
て
は
い
け
な
い
食
品
を
列
記
し

た
錦
絵
（
図
10
）
ま
で
多
く
出
回
っ
た
。
病
気
ご

と
の
食
禁
は
い
ま
も
漢
字
文
化
圏
で
根
強
い
が
、

日
本
で
は
明
治
以
降
ほ
ぼ
消
滅
し
た
。
た
だ
食
い

合
わ
せ
の
食
禁
だ
け
が
片
鱗
を
遺
し
、
現
代
も
半

信
半
疑
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

Ⅴ　

食
物
本
草
の
成
立
と
発
展

　

中
国
や
漢
字
文
化
圏
の
本
草
書
で
は
、
収
載
の

食
物
ご
と
に
効
果
を
記
す
食
宜
形
式
が
一
般
で
、

食
禁
的
記
載
は
少
な
い
。
一
方
、
食
物
だ
け
の
宜

禁
を
記
し
た
食
経
書
は
宋
代
一
〇
世
紀
以
降
散
佚

し
た
が
、
そ
の
概
略
は
前
述
『
千
金
方
』
の
食
治

篇
に
伝
え
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
八
世
紀
初
め
の
孟

詵
編
・
張
鼎
増
補
『
食
療
本
草
』
が
派
生
し
、
従

来
の
本
草
書
と
一
線
を
画
す
食
物
本
草
の
分
野
が

生
ま
れ
た
。
敦
煌
出
土
の
『
食
療
本
草
』
ス
タ
イ

ン
文
書
76（15
）（

図
11
）
は
、
現
存
す
る
中
国
最
古
の

食
物
本
草
で
あ
る
。
中
国
以
外
で
は
『
医
心
方
』

巻
三
〇
に
『
千
金
方
』
の
強
い
影
響
が
み
ら
れ
、

図 11　敦煌文書 S.76（大英図書館所蔵）（ⒸThe British Library Board.）
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の
ち
中
国
や
漢
字
文
化
圏
で
数
多
く
の
食
物
本
草
が
著
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
食
物
別
に
効
果
を
記
す
本
草
形
式
で
は
な

く
、
疾
病
別
に
食
療
レ
シ
ピ
を
載
せ
る
『
食
医
心
鑑
』
が
九
世
紀
中
葉
に
著
さ
れ
、
そ
の
輯
佚
本
（
図
12
）
が
幕
末
に

作
成
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
は
前
代
の
記
載
を
踏
襲
す
る
も
の
の
後
世
の
経
験
も
加
わ
り
、
し
だ
い
に
豊
富
な
内
容
を
備
え
る
よ
う
に
な

る
。
モ
ン
ゴ
ル
料
理
色
が
濃
い
元
の
『
飲
膳
正
要
』（
一
三
三
〇
年
）（
図
13
）
や
、
糸
引
き
納
豆
ま
で
載
る
日
本
の

『
本
朝
食
鑑
』（
一
六
九
二
年
）
は
典
型
と
い
っ
て
い
い
。
各
時
代
を
代
表
す
る
本
草
書
の
食
物
部
分
を
利
用
し
た
書
も

多
く
、
と
り
わ
け
明
の
『
本
草
綱
目
』（
一
五
九
六
年
）
は
中
国
の
み
な
ら
ず
日
本
・
朝
鮮
・
ベ
ト
ナ
ム
の
食
物
本
草
に

強
い
影
響
を
与
え
た
。
日
本
で
は
『
本
草
綱
目
』
を
利
用
し
た
食
物
本
草
の
早
い
例
と
し
て
、
一
六
三
一
年
に
『
食
性

能
毒
』
が
著
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
焼
酎
・
ブ
ド
ウ
酒
・
砂
糖
な
ど
新
渡
来
品
も
採
用
し
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
に
は
植
物
形
態
ま
で
説
明
し
て
い
る（
16
）。
他
方
、
明
の
地
方
政
府
が
編
刊
し
た
『
救
荒
本
草
』（
一
四
〇
六
年
）

図 12　『食医心鑑』
出典：北京・東方学会刊、1924 年

図 13　『飲膳正要』
出典：上海・涵芬楼刊、1930 年
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は
、
食
用
可
能
な
植
物
の
鑑
別
と
調
理
法
を
記
し
、
飢
饉
対
策
の
食
物
本
草
と
し
て
新
た
な
分
野
を
拓
い
た
。
本
書
は

和
刻
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
江
戸
の
飢
饉
時
に
は
数
多
く
の
救
荒
書
が
編
纂
さ
れ
る
な
ど
、
き
わ
め
て
大
き
な
影
響
を

お
よ
ぼ
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
食
物
本
草
・
救
荒
本
草
は
清
末
ま
で
の
四
九
書
が
現
存
し（
17
）、『

食
物
本
草
大
成
』（
臨
川

書
店
、
一
九
八
〇
年
）
に
は
和
刻
漢
籍
を
ふ
く
め
た
江
戸
期
の
三
〇
書
が
影
印
収
録
さ
れ
て
い
る
。

Ⅵ　

本
草
の
効
能
論

　

ふ
つ
う
食
物
本
草
に
は
総
論
と
各
論
が
あ
り
、
総
論
で
は
食
養
・
食
療
の
原
則
と
気
味
な
ど
の
基
本
概
念
、
各
論
で

は
各
食
物
の
気
味
・
調
理
法
・
効
能
・
レ
シ
ピ
な
ど
が
記
さ
れ
る
。
各
論
の
調
理
法
・
効
能
・
レ
シ
ピ
は
多
岐
に
わ
た

る
が
、
気
味
と
効
能
に
は
ニ
ワ
ト
リ
と
タ
マ
ゴ
の
よ
う
な
相
関
が
あ
り
、
い
ま
の
薬
膳
で
も
気
味
を
重
視
す
る
。
し
か

し
気
味
説
は
食
物
本
草
に
固
有
の
も
の
で
は
な
く
、
中
国
医
学
体
系
の
な
か
で
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
き
た
概
念
の
転
用

で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
の
ま
と
め
と
し
て
、
食
物
効
能
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
気
味
説（
18
）
に
つ
い
て
、

簡
単
に
言
及
し
て
お
こ
う
。

　

本
草
で
い
う
「
気
」
と
は
お
も
に
寒
・
熱
・
温
・
涼
の
薬
性
四
種
で
、
古
く
は
「
四
気
」
と
称
し
た
が
、
後
世
で
は

「
四
性
」
と
も
よ
ば
れ
る
。
こ
れ
ら
は
薬
物
の
作
用
に
対
す
る
生
体
反
応
の
概
括
で
あ
り
、
熱
症
状
を
軽
減
す
る
薬
性

を
寒
や
涼
、
そ
の
反
対
を
熱
や
温
と
規
定
す
る
。
む
ろ
ん
寒
と
涼
、
熱
と
温
は
程
度
の
差
で
、
さ
ら
に
大
や
微
を
つ
け

て
大
寒
・
寒
・
微
寒
（
涼
）
な
ど
と
区
別
す
る
。
ま
た
寒
や
熱
の
作
用
が
不
明
瞭
な
薬
性
を
「
平
」
と
す
る
が
、
厳
密

に
は
微
寒
や
微
温
の
一
部
で
も
あ
る
。
当
概
念
は
悪
寒
や
発
熱
と
い
う
急
性
疾
患
に
普
遍
な
症
状
に
対
し
、
薬
物
・
食

物
で
体
を
暖
め
る
・
冷
や
す
と
い
う
き
わ
め
て
自
然
な
発
想
に
も
と
づ
く
。
そ
れ
ゆ
え
他
の
伝
統
医
学
の
み
な
ら
ず
、

南
米
先
住
民
の
医
療
に
も
み
ら
れ
る
。

　

一
方
、
辛
・
甘
・
酸
・
苦
・
鹹
を
「
五
味
」
と
称
し
、
他
に
淡
や
渋
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
効
能
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と
関
連
が
あ
る
と
さ
れ
、
い
ま
中
国
で
は
辛
・
甘
・
淡
を
陽
性
、
酸
・
苦
・
鹹
を
陰
性
と
し
、
お
の
お
の
を
以
下
の
よ

う
に
説
明
す
る
書
が
多
い
。

　
　

辛
味
：
邪
気
を
発
散
し
、
気
血
を
め
ぐ
ら
せ
、
身
体
を
潤
い
養
う
。

　
　

甘
味
：
気
力
を
補
い
増
し
、
消
化
を
促
進
し
、
急
迫
し
た
症
状
を
緩
和
す
る
。

　
　

酸
味
：
ゆ
る
ん
だ
状
態
を
収
斂
し
、
体
液
の
過
剰
分
泌
を
抑
制
す
る
。

　
　

苦
味
：
不
要
物
を
排
泄
し
、
身
体
を
乾
燥
さ
せ
る
。

　
　

鹹
（
塩
）
味
：
し
こ
り
を
や
わ
ら
げ
散
ら
し
、
便
通
を
よ
く
す
る
。

　
　

淡
味
：
利
尿
し
、
湿
気
を
除
く
。

　
　

渋
味
：
体
液
の
過
剰
分
泌
を
抑
制
す
る
。

　

五
味
説
は
前
述
の
よ
う
に
、
本
来
は
上
古
の
食
医
ら
が
食
養
・
食
療
の
た
め
、
五
行
説
か
ら
作
用
を
演
繹
し
た
、
と

考
え
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
金
元
時
代
以
降
、
本
説
は
無
批
判
に
薬
物
や
処
方
の
効
能
解
釈
に
利
用
さ
れ
、
解
釈
に
都
合

よ
い
味
の
新
た
な
規
定
ま
で
始
ま
る
。
さ
ら
に
四
気
概
念
と
組
み
合
わ
さ
れ
、「
引
経
報
使
」「
帰
経
」「
昇
降
浮
沈
」

説
な
ど
い
わ
ゆ
る
金
元
薬
理
説
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
部
分
的
修
正
を
経
な
が
ら
も
現
代
の
中
国
医
学
に
継
承
さ

れ
、
前
記
の
味
の
効
能
に
も
一
部
影
響
し
て
い
る
。
薬
膳
で
も
『
素
問
』『
霊
枢
』
の
条
文
を
引
用
し
、
味
の
効
能
を

説
明
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

し
か
し
気
味
説
は
以
上
の
よ
う
に
、
効
能
の
一
面
を
気
と
味
の
両
概
念
で
整
理
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え

効
能
の
簡
略
化
と
記
憶
に
便
利
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
価
値
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
五
味
を
強
調
す

る
こ
と
に
大
き
な
意
義
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
は
過
去
の
経
験
か
ら
帰
納
さ
れ
た
歴
代
本
草
書
の
具
体
的
効
能
こ
そ
重
視

さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〈
謝
辞
〉「
麻
疹
禁
忌
荒
増
」
の
読
み
下
し
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
伊
藤
恭
子
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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〇
二
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ラ
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。

（
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本
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霊
枢
』
日
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経
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学
会
、
一
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二
年
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頁
。

（
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八
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洋
医
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叢
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太
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東
洋
医
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研
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頁
。

（
4
）	
范
曄
『
後
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書
』
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四
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京
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書
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九
四
頁
、
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九
六
五
年
）
に
、「
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妻
長
子
興
遇
疾
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篤
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惻
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自
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、
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調
薬
膳
、
恩
情
篤
密
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興
疾
久
乃
瘳
」
と
あ
る
。

（
5
）	

阮
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九
八
〇
『
十
三
経
注
疏
』
北
京
・
中
華
書
局
、
六
六
六
〜
六
六
八
頁
。

　
　
「
医
師
掌
医
之
政
令
、
聚
毒
薬
以
共
医
事
。
…
…
食
医
掌
和
王
之
六
食
、
六
飲
、
六
膳
、
百
羞
、
百
醬
、
八
珍
之
斉
。
凡
食

眡
斉
春
時
、
羹
斉
眡
夏
時
、
醬
斉
眡
秋
時
、
飲
斉
眡
冬
時
。
凡
和
、
春
多
酸
、
夏
多
苦
、
秋
多
辛
、
冬
多
鹹
、
調
以
滑
甘
。

凡
会
膳
食
之
宜
、
牛
宜
稌
、
羊
宜
黍
、
豕
宜
稷
、
犬
宜
粱
、
鴈
宜
麦
、
魚
宜
苽
。
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君
子
之
食
、
恒
放
焉
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…
…
疾
医
掌
養

万
民
之
疾
病
。
…
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瘍
医
掌
腫
瘍
、
潰
瘍
、
金
瘍
、
折
瘍
之
祝
薬
、
劀
殺
之
斉
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…
…
獣
医
掌
療
獣
病
。
…
…
」

（
6
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森
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松
本
一
男
訓
注　

一
九
八
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『〔
新
刻
増
補
〕
神
農
本
草
経
』
昭
文
堂
、
一
九
頁
。

（
7
）	

真
柳
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一
九
八
六
「
古
代
中
国
医
学
に
お
け
る
五
味
論
説
の
考
察
」『
矢
数
道
明
先
生
退
任
記
念　

東
洋
医
学
論
集
』

北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
、
九
七
〜
一
一
七
頁
。

（
8
）	

真
柳
誠　

一
九
八
五
「『
医
心
方
』
所
引
の
﹁
神
農
経
﹂﹁
神
農
食
経
﹂
に
つ
い
て
」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
一
巻
二
号
、

二
五
八
〜
二
六
〇
頁
。

（
9
）	

真
柳
誠　

二
〇
一
〇
「『
神
農
本
草
経
』
の
問
題
」『
斯
文
』
一
一
九
号
、
九
二
〜
一
一
七
頁
。

（
10
）	

皇
甫
謐
（
二
一
五
〜
二
八
二
）
は
『
甲
乙
経
』
の
自
序
（『
針
灸
甲
乙
経
』
北
京
・
人
民
衛
生
出
版
社
、
一
九
八
二
年
、

二
頁
）
に
、「
伊
尹
以
亜
聖
之
才
、
撰
用
神
農
本
草
、
以
為
湯
液
。
…
…
仲
景
論
広
伊
尹
湯
液
、
為
数
十
巻
」
と
記
す
。

（
11
）	

陶
弘
景
撰
と
題
さ
れ
る
『
輔
行
訣
臓
腑
用
薬
法
要
』（
馬
継
興
ら
『
敦
煌
医
薬
文
献
輯
校
』
南
京
・
江
蘇
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
八
年
、
一
八
七
頁
）
に
、「
昔
南
陽
張
機
（
仲
景
）、
依
此
（
湯
液
経
方
）
諸
方
、
撰
為
傷
寒
論
一
部
」
と
あ
る
。

（
12
）	

前
掲
『
素
問
・
霊
枢
』
一
〇
頁
。

（
13
）	

真
柳
誠
ら　

二
〇
〇
九
『〔
善
本
翻
刻
〕
傷
寒
論
・
金
匱
要
略
』
日
本
東
洋
医
学
会
、
二
五
一
頁
。
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（
14
）	

孫
思
邈　

一
九
八
二
『
備
急
千
金
要
方
』
北
京
・
人
民
衛
生
出
版
社
、
四
六
四
頁
。

（
15
）	

ス
タ
イ
ン
文
書
76
の
全
文
は
、
筆
者
の
左
記
ウ
ェ
ブ
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ー
ジ
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。�
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.ibaraki.ac.jp/paper02/stein.htm
l
（
16
）	

加
藤
伊
都
子
・
真
柳
誠　

一
九
九
二
「
曲
直
瀬
玄
朔
『
食
性
能
毒
』
に
お
け
る
『
本
草
綱
目
』
の
取
捨
」『
日
本
医
史
学

雑
誌
』
三
八
巻
二
号
、
二
一
三
〜
二
一
五
頁
。

（
17
）	
薛
清
録
ら　

二
〇
〇
七
『
中
国
中
医
古
籍
総
目
』
上
海
・
上
海
辞
書
出
版
社
、
二
四
四
〜
二
四
八
頁
。

（
18
）	

真
柳
誠　

一
九
八
六
「
漢
方
薬
の
気
味
概
念
」『
日
本
医
事
新
報
』
三
二
四
四
号
、
一
二
八
〜
一
二
九
頁
。
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